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Ⅰ  第３次京都府食育推進計画目標に関する 

年度別目標数値及び達成状況 



第３次京都府食育推進計画目標に関する年度別目標数値及び達成状況（令和２年度実績）

年度 策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 65% 80% 95% 98% 100%

達成状況 57% 73% 92% 89.5% 91.7%
※調査
未実施

年度 策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 22校 24校 26校 28校 30校

達成状況 20校 22校 20校 ６４校 57校
※調査
未実施

年度 策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 22% 22% 24% 24% 30%

達成状況 18% 16.4% 16.5% 15.8% 15.5%
※調査
未実施

年度 策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 157施設 166施設 177施設 188施設 200施設

達成状況 145施設 154施設 15２施設 169施設 166施設 164施設

年度 策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 年５回 年５回 年５回 年５回 年５回

達成状況 － 年５回 年６回 年７回 年５回 年５回

項　　　目

項　　　目

1
実践型食育を実施している小・中学校の割
合

＜目標設定の考え方＞食育基本法において、重要とされている農業体験・調理などの実践型食育を強化し、とりわけ、子どもたちへの食育
を重点化したいと考えています。（農林水産部農政課）

＜令和２年度の取組実績＞きょうと食いく先生の派遣（農林漁業者・食品加工・調理）や農作業体験を支援する指導者の派遣を通じて実践
型の食育授業の支援を行いました。

＜令和２年度の取組実績＞
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、府内の学校関係者が集まる場が開催中止となり、情報提供が行えませんでした。

項　　　目

2 「お弁当の日」を実施する府内の学校の数

＜目標設定の考え方＞食育基本法において、重要とされている農業体験・調理などの実践型食育を強化し、とりわけ、子どもたちへの食育
を重点化したいと考えています。（農林水産部農政課）

＜令和２年度の取組実績＞新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、講習動画を周知するとともに、少人数で実施する等感染防止
対策を徹底した上で講習会を開催しました。

項　　　目

5
食品表示法や機能性表示食品等に関する講
習会の開催

＜目標設定の考え方＞
食品表示等に関する知識等を取得することで府民の健康増進につなげたいと考えています。（農林水産部農政課）

＜目標設定の考え方＞地産地消を推進し、栄養価の高い食事を確保するだけでなく、輸送エネルギーなどの発生抑制など環境にも配慮しつ
つ、全ての世代がその恩恵に浴することを促進したいと考えています。（教育庁保健体育課）

＜令和２年度の取組実績＞
地域や生産者等と連携し、地場産物を活用した特色ある学校給食に取り組みました。

項　　　目

4

＜目標設定の考え方＞地産地消を推進し、栄養価の高い食事を確保するだけでなく、輸送エネルギーなどの発生抑制など環境にも配慮しつ
つ、全ての世代がその恩恵に浴することを促進したいと考えています。（農林水産部流通・ブランド戦略課）

＜令和２年度の取組実績＞
地元農産物の利用に意欲的な保育園を対象に認定証の交付を行い、意欲の向上を図りました。

大学、企業、老人施設等の食堂で地元農林
水産物を多く使用する「たんとおあがり京
都府産施設」の増加

3
学校給食への地元農林水産物の供給品目数
の割合



R2計画

年度
策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 550店舗 680店舗 550店舗 800施設 800店舗

達成状況 567店舗
食情報提供店

753店舗
食情報提供店含む

766店舗
食情報提供店含む

794店舗
(食の健康づく
り応援店のみ)

778施設
(食の健康づく
り応援店のみ)

802店舗
(食の健康づく
り応援店のみ)

年度
策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 年６回 年６回 年６回 年６回 年６回

達成状況 － 年14回 年６回 年６回 年14回 年６回

年度 策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － － － 85.8% 90.4% 95%

達成状況 87% 86.2% 85.8% 83.7% 85.3%
※調査
未実施

目標 － － － 81.3% 85.6% 90%

達成状況 82% 81.1% 81.3% 77.3% 79.7%
※調査
未実施

年度 策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標（累計） － 2,000人 4,000人 6,000人 8,000人 10,000人

達成状況 － 2,149人 4,228人 7,094人 9,714人 10,014人

年度 策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － １箇所 １箇所 １箇所 ３箇所 ５箇所

達成状況 － １箇所 １箇所 ２箇所 9箇所 ９箇所

10
食事の宅配事業を実施する「京野菜ラン
ド」の数

＜目標設定の考え方＞今後の少子高齢化の進展を踏まえれば、自ら調理できない方の増加も見込まれ、地産地消を前提とした良質な食事を提
供できる環境整備が必要と考えています。（農林水産部流通・ブランド戦略課）

＜令和２年度の取組実績＞
実施数増加に向けて働きかけました。また、令和３年３月９日（火）に直売所等の支援のための研修会をオンラインで実施しました。

項　　　目

9
食のみらい宣言（食育宣言）を行い、健全
な食生活をおくる府民

＜目標設定の考え方＞単独世帯の増加など、様々なライフスタイルがあり、家庭だけでなく、府民がつながり、個々の自発的な食育活動につ
なげたいと考えています。（農林水産部農政課）〔第５次京都府食の安心・安全行動計画との共通目標〕

＜令和２年度の取組実績＞
各種イベントのアンケート等を活用し、食のみらい宣言として、自らの食に関する目標をあげていただきました。

項　　　目

8

朝食を毎日食べる府内小学生の割合（６年
生）

朝食を毎日食べる府内中学生の割合（３年
生）

＜目標設定の考え方＞朝食は、極めて重要な働きをしており、とりわけ、子どもたちが朝食を欠食しないよう家庭に働きかけていきたいと考
えています。（教育庁学校教育課）

＜令和２年度の取組実績＞
研修会等、あらゆる機会で朝食摂取の重要性について啓発を行いました。

項　　　目

項　　　目

6
「きょうと健康おもてなし食の健康づくり
応援店」の増加

＜目標設定の考え方＞①野菜たっぷりメニュー、②塩分控えめメニュー　③エネルギー表示、④アレルギー表示のいずれかを実施している
「きょうと健康おもてなし食の健康づくり応援店」を増加させることで、府民の健康増進につなげたいと考えています。（健康福祉部健康対
策課）〔第５次京都府食の安心・安全行動計画との共通目標〕なお、食情報提供店は平成29年度で終了

＜令和２年度の取組実績＞
引き続き、新規加入に向けて働きかけました。

項　　　目

7 食の安心・安全府民大学の開講

＜目標設定の考え方＞食の安心・安全に関すること、調理に関すること、食を選ぶことに関すること、京都の食文化に関することなど、食に
関することを総合的に学べる機会を提供することで、家庭の食育推進など、複合的な効果を発揮したいと考えています。（農林水産部農政
課）〔第５次京都府食の安心・安全行動計画との共通目標〕

＜令和２年度の取組実績＞
６講座（きょうと食いく先生３講座、食育シンポジウム３講座）を新規に作成し、ホームページに公開しました。



R2計画

年度
策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 年４回 年４回 年４回 年４回 年４回

達成状況 － 年７回 年４回 年４回 年4回 年３回

年度
策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 160授業 2２0授業 280授業 290授業 300授業

達成状況 108授業 202授業 267授業 329授業 373授業 170授業

年度
策定時
（H26）

２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度 令和２年度

目標 － 年15,000個 年15,000個 年15,000個 年15,000個 年15,000個

達成状況 年6,285個 年15,004個 年25,351個 年39,734個 年42,185個 年5,303個

※新型コロナウイルス感染症の影響により、調査未実施

項　　　目

12 「きょうと食いく先生」の授業数の増加

＜令和２年度の取組実績＞新規認定への働きかけ等行いましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントでの販売や普及が出来
ず、販売数が拡大しませんでした。

＜目標設定の考え方＞食に関するエキスパートである「きょうと食いく先生」が持つ知識や経験を、子どもたちをはじめ広く府民に広げるこ
とにより、京都の食文化の裾野を広げていきたいと考えています。（農林水産部農政課）

＜令和２年度の取組実績＞関係機関と連携し、きょうと食いく先生を派遣しました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、学校
の一斉休校や体験を伴う食育活動の自粛により、授業数が拡大しませんでした。

項　　　目

13
「健康ばんざい京のおばんざい弁当」の販
売数

＜目標設定の考え方＞「栄養」や「京都らしさ」の一定の基準を満たした「健康ばんざい京のおばんざい弁当」を広めることで、京都の食文
化の継承など、複合的な効果を発揮したいと考えています。（健康福祉部健康対策課）〔第５次京都府食の安心・安全行動計画との共通目
標〕

項　　　目

11
京都における季節の行事食などの研修会の
実施

＜目標設定の考え方＞和食のユネスコ無形文化遺産登録に代表される京都の食文化を積極的に後世に残していく必要があると考えています。
（農林水産部農政課）

＜令和２年度の取組実績＞府内大学等と連携し、食文化を学ぶ研修会等を実施しました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
２回の行事をオンライン１回に置きかえたことにより、実施回数は目標に達しませんでした。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 取組一覧及び取組の展開 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１　取組一覧（令和２年度計画）

子
ど
も

若
い
世
代

壮
年
期

高
齢
者

幼稚園・保育所の指導者向け研修会の開催 4 B ○

子ども用調理器具貸出事業の実施 4 B ○

府内の学校へ「お弁当の日」取組の働きかけ 4 B ○ 2

京都における季節の行事食などの研修会の実施 5 B ○ 11

きょうと食いく先生の養成講座と認定、派遣事業の実施 5 B ○ ○ ○ ○ 12

食育シンポジウム等の開催 6 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育団体が連携した食育活動の推進 6 B ○ ○ ○ ○

食品表示法や機能性表示食品等に関する講習会の開催 7 A ○ ○ ○ 5

食の府民大学の講義の充実 7 A ○ ○ ○ ○ 7

食の安心・安全意見交換会、フォーラムの開催 8 B ○ ○ ○

リスクコミュニケーション等の開催 8 B ○ ○ ○

食育強化月間における関係団体と連携した啓発　 9 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食のみらい宣言・実践活動表彰の実施 9 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

イベント等での食育の啓発 10 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京都府及び関係機関の「食」に関する情報発信 10 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

きょうと食育ネットワーク団体による食育を支援する活動の登録と情報提供 11 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

きょうと食育ネットワーク団体による食育講座の情報発信 11 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育プラットフォーム参加者の拡大 12 A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保
健
体
育
課

学
校
教
育
課

高
校
教
育
課

学校教育活動全体を通じた食育の推進 13 Ａ ○ 1

学
校
教
育
課

高
校
教
育
課

調理実習等の充実 13 Ａ ○ 1

地場産物を取り入れた学校給食の促進 14 Ａ ○ 3

地域の人材を活用した体験学習等の実施による生活実践力の育成 14 Ａ ○ １・12

教
職
員

人
事
課

採用選考試験等の実施 15 Ａ ○ 1

教職員研修の充実 15 Ａ ○ 1

学校給食を活用した食育の推進 15 Ａ ○ １・３

教
育
委
員
会

保
健

体
育
課

保
健

体
育
課

担当または窓口

農
林
水
産
部

農
政
課

食
品
ロ
ス

推進計画の施策 推
進
計
画
の
目
標

の
項
目
番
号取組事項名

ペ
ー

ジ

世代に応じた 健
康
増
進

家
庭

ラ

イ

フ

ス

タ

イ
ル

京
都
な
ら
で
は

評
価

1 



子
ど
も

若
い
世
代

壮
年
期

高
齢
者

担当または窓口
食
品
ロ
ス

推進計画の施策 推
進
計
画
の
目
標

の
項
目
番
号取組事項名

ペ
ー

ジ

世代に応じた 健
康
増
進

家
庭

ラ

イ

フ

ス

タ

イ
ル

京
都
な
ら
で
は

評
価

「きょうと健康おもてなし食の健康づくり応援店」の増加 16 A ○ ○ 6

「健康ばんざい京のおばんざい弁当」の販売数 16 B ○ ○ 13

山城マルシェの開催 17 A ○

｢京やましろ食～京やましろ産食材提供店～｣登録の拡大 17 A ○ ○ ○ ○ ○ ○

直売所利用客への食品ロス削減啓発活動 17 A ○ ○ ○ ○ ○ ○

働き盛り世代の生活習慣病予防を目的とした啓発 18 B ○ ○ ○

健康づくりイベントでの食育啓発活動 18 B ○ ○ ○ ○ ○ ○

山
城
南

保
健
所

家庭における食育推進をねらいとした啓発 18 B ○ ○

おいしい食の応援隊（農作業ボランティア）の開催 19 B ○ ○

栽培から加工、調理まで行う食育（農業改良普及センター） 19 A ○ １・１２

大学等を会場とした食育キャンペーンの開催（保健課） 19 B ○ ○

働きざかり世代への企業食堂を通じた健康づくり「けんこう食堂化プロジェクト」（保健課） 20 B ○ ○

「なんたん・かんたん・やさい料理」レシピカードを活用した野菜摂取量向上の取り組み（保健課） 20 B ○ ○

きょうと健康長寿推進京都丹波地域府民会議食環境部会の開催（保健課） 20 B ○ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市立福知山幼稚園での園児を対象とした京野菜栽培講習の実施 21 Ａ ○ ○ ○ 1

福知山市農村女性協議会夏野菜料理講習会 21 Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市農村女性協議会柚ジャム作り 21 Ａ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市農村女性協議会正月料理作り 22 Ａ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市農村女性協議会味噌作り 22 A ○ ○ ○ ○ ○

ジビエ料理教室 22 Ｂ ○ ○ ○ ○ ○

ジビエ料理レシピコンテスト 23 Ｂ ○ ○ ○ ○ ○

ジビエフェア 23 Ａ ○ ○ ○ ○ ○

丹
後
農
業

改
良
普
及

セ
ン
タ
ー

小学校の食育活動に対する支援 24 A 〇

食育実践者向け研修会、交流会の開催 24 B ○ ○ ○

食いく先生紹介ホームページ等のＰＲ媒体を拡充 24 B ○ ○ ○ 12

府民向け食育セミナー、食育調理体験等の開催 25 B 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12

食育フォーラムの開催 25 A ○ ○

イベントでの食育体験コーナー等の設置 26 B ○ ○ ○ ○ ○

食育月間の取組 26 A ○
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子
ど
も

若
い
世
代

壮
年
期

高
齢
者

担当または窓口
食
品
ロ
ス

推進計画の施策 推
進
計
画
の
目
標

の
項
目
番
号取組事項名

ペ
ー

ジ

世代に応じた 健
康
増
進

家
庭

ラ

イ

フ

ス

タ

イ
ル

京
都
な
ら
で
は

評
価

子どもを対象とした農業体験の開催 27 B ○

高校生・大学生による農業関連実践活動 27 B ○

農業体験活動の推進 28 A ○

食を楽しみながら学ぶ機会の提供 28 B ○

「たんとおあがり京都府産」施設（京都府産農産物利用推進施設）の認定 29 B ○ ○ ○ ○ ○ 4

直売所等による宅配事業への支援 29 A ○ ○ 10

京都発！「食とみどりのサイエンスＮＯＷ」の開催 30 A ○ ○

農林水産技術センター施設公開の開催 30 A ○ ○ ○ ○ ○

女性農業者による食育活動と農山漁村伝承技能保持者による技術伝承活動 31 A ○ ○ ○

農山漁村伝承技能の登録・認定 31 A ○ ○

京都米提供店の紹介 32 A ○

茶育の推進 32 A ○ 1

環境にやさしい農業に取り組むエコファーマーと消費者の交流会 32 B ○

水産教室の開催 33 A ○ 1

都市漁村交流の促進 33 A ○ ○ ○ ○

中
小
企
業

総
合
支
援

課 高齢者等への買い物支援 33 A ○

食品表示法・HACCP研修会の開催 34 A ○ 5

農林水産フェスティバルへの出展（実施団体：食品産業協会） 34 B ○

郷土料理作り 35 B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

おくどさん体験及び夕食づくり 35 A ○ ○ ○ ○ ○ ○

石窯パン・ピザ作り 35 A ○ ○ ○ ○ ○

アースデイ丹後 36 B ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 44 35 32 30 34 32 20 29 1

※評価…A：実施済み、B：未完了・未達成

件数
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２ 取組の展開（令和２年度計画 ３月末の実績） 

 

 

 

 

取組事項名 幼稚園・保育所の指導者向け研修会の開催 

取組の内容 

幼児への味覚の発達・調理力向上等を目的に、食育指導者等を対象とした研修

会を実施し、幼児に対する調理実習の推進を図ります。 

目標：1 回 

取組の実績 

評価（B）  

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、研修会を開催しませんでし

た。 

実績：０回 

 

 

 

 

取組事項名 子ども用調理器具貸出事業の実施 

取組の内容 

子どもを対象とした調理実習を推進するため、子ども用の調理器具の貸出事業

を実施し、子どもたちが調理を学ぶ機会の提供を支援します。  

目標：２０施設 

取組の実績 

評価（B） 

保育所等で実施する調理実習の機会に子ども用調理器具の貸し出しを実施しま

した。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、調理実習の開催が少な

かったことから、実施回数は目標に達しませんでした。  

実績：３施設（7 月、11 月、１月 各１回） 

 

 

 

 

取組事項名 府内の学校へ「お弁当の日」取組の働きかけ 

取組の内容 

子ども達が自分でつくる「お弁当の日」を府内の学校に広めるため、府内での

実践状況や取組等について、情報を提供します。 

目標：３０校 

取組の実績 

評価（B） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、府内の学校関係者が集まる

場が開催中止となり、情報提供が行えませんでした。 

実績：－（新型コロナウイルス感染症の影響により、調査未実施） 

 

目標    担当または窓口   農政課    世代（子ども）  施策  

目標  ２ 担当または窓口   農政課    世代（子ども）       施策  

目標    担当または窓口   農政課    世代（子ども）  施策  
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取組事項名 京都における季節の行事食などの研修会の実施 

取組の内容 

食の府民大学やきょうと食いく先生の活動において、京都における季節の行事

食などの研修会を実施します。  

 目標：４回 

取組の実績 

評価（B） 

 

府内の大学やきょうと食いく先生等との連携により、地域の食文化を学ぶ研修

会等を実施しました。 

実績：３回 

８/１  食育シンポジウム 

９/28  京都府食育推進連絡協議会・交流会  

11/20 ヤング食育研修会 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 きょうと食いく先生の養成講座と認定、派遣事業の実施 

取組の内容 

農作業や調理等に関する専門的な知識を有し、学校等で指導できる人材を育成

するため、きょうと食いく先生養成講座を開講し、きょうと食いく先生の認定を

行います。 

また、小・中学校等へ社会人講師として出前授業を行う取組を進めます。  

目標：養成講座開催 １回 

    きょうと食いく先生の授業数  ３００授業 

取組の実績 

評価（B） 

 きょうと食いく先生の養成、認定（令和２年度新規認定者 27 名）を行いました。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、学校の一斉休校や調理実習

の中止等があり、出前授業の開催が難しく、授業数は目標に達しませんでした。  

実績：養成講座開催 １回（動画配信） 

   きょうと食いく先生の授業数 １７０授業 

 

 

 

 

 

 

目標 １１   担当または窓口   農政課    京都ならでは  

 

施策  

目標 １２   

担当または窓口   農政課   

 世代（子ども、若い世代）、家庭、  

京都ならでは  

施策  
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取組事項名 食育シンポジウム等の開催 

取組の内容 

きょうと食育ネットワーク、大阪ガス（株）と共同で「日本人と和食文化につ

いて」をテーマにシンポジウムを開催し、学校、地域、家庭での食育推進を働き

かけます。 

目標：１回 

取組の実績 

評価（A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、８月１日（土）にライブ配

信で開催しました。 

「with コロナ社会の食を考える」をテーマとして、京都大学総長 山極壽一氏の

講演に続き、京都にゆかりのある作家、禅寺の副住職、料理研究家を迎えて京都

府立大学和食文化学科特任教授をコーディネーターとしてパネルディスカッショ

ンを実施し、後日アーカイブの配信も行いました。 

実績：１回（視聴数（３月末時点）：約 4,000 回） 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 食育団体が連携した食育活動の推進 

取組の内容 

学校関係者や農林水産物の生産者、地域住民等、食育活動組織が連携して取り

組む新たな実践型食育活動の取組について、経費の一部を助成し、府内の各地域

ならではの食育活動を支援します。  

 目標：地域の食育めばえ事業実施団体 1２団体 

取組の実績 

評価（B） 

学校関係者や農業者団体と連携して取り組む食育の活動について、講師派遣等

による支援を実施しました。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、体験を伴う食育活動の実施

が難しく、実施回数は目標に達しませんでした。  

実績：地域の食育めばえ事業実施団体  ３団体 

 

 

目標    担当または窓口   農政課    世代（全世代）、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、京都ならでは  施策  

目標    担当または窓口   農政課     世代（全世代）  

 

施策  



Ｒ２計画 ３月末の実績 

7 

 

 

 

取組事項名 食品表示法や機能性表示食品等に関する講習会の開催 

取組の内容 

 令和２年４月に完全施行された食品表示法や機能性表示食品等に関する正しい

情報を提供するために、講習会等を開催します。  

目標：５回 

取組の実績 

評価（A） 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、京都府食の府民大学「食品

表示講座」（YouTube）の活用をチラシ等により食品関連事業者に広く周知しま

した。その他、少人数で実施する等感染防止対策を徹底した上で講習会を開催し

ました。 

実績：５回 

食品表示講座再生回数：３，５７３回（令和２年４月～令和３年３月） 

 

 

 

 

 

取組事項名 食の府民大学の講義の充実 

取組の内容 

 特に忙しい子育て世代に対して、食材を選ぶことや、調理方法の知識を簡単に

入手できるように、YouTube を活用した『５分間の講義』を提供します。  

目標：6 回 

取組の実績 

評価（A） 

 

６講座を新規作成し、ホームページ上に公開しました。 

＜講座内容＞ 

特別講座：６講座 

○きょうと食いく先生導入のススメ：３講座 

・きょうと食いく先生導入のススメ ダイジェスト 

・舞鶴佐波賀だいこんの授業（小学生向け授業）  

・宇治茶の授業（高校生向け授業）  

   ○食育シンポジウム～with コロナ社会の食を考える～：３講座 

・食育シンポジウム～with コロナ社会の食を考える～ ダイジェスト 

・基調講演 

・パネルディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標  ５  担当または窓口   農政課    健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ 施策  

目標  ７ 担当または窓口   農政課    健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、京都ならでは  

 

施策  
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取組事項名 食の安心・安全意見交換会、フォーラムの開催 

取組の内容 

 食の安全に関する施策や取組について、広域振興局ごとに消費者、生産者等と

意見交換を行うとともに、消費者、生産事業者等と協働して食の安心・安全フォ

ーラムを開催し、食品の安全性に関する知識を啓発します。  

目標：５回 

取組の実績 

評価（B） 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、広域振興局ごとの意見交換

会を中止し、食の安心・安全に関する京都府等の取組を紹介するとともに、食品

関連事業者等と消費者との交流を図り、信頼づくりの推進を目的とした「令和２

年度きょうと食の安心・安全フォーラム」をオンラインにより開催しました。 
 

開催日：令和３年２月１日（月） 

場 所：京都経済センター（オンライン配信）  

参加者：65 名  
 

実績：１回  

 

 

 

 

 

取組事項名 リスクコミュニケーション等の開催 

取組の内容 

 食中毒、食品添加物、放射性物質等の食に関するリスクをテーマに、生産者、

事業者、専門家などの関係者と意見交換を行い、理解を深めます。  

目標：２０回 

取組の実績 

評価（B） 

 

 府民の関心が高いテーマに沿ってリスクコミュニケーションを開催しました。 

 今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、一部の開催を中止

し、可能な限りオンラインを活用し、開催しました。 

実績：５回 

 

○令和２年１０月２３日（金） 京都経済センター、オンライン同時開催  

「食品の表示を学ぼう」   参加者 48 名（会場 17 名、オンライン 31 名） 

 

○令和 2 年１２月２１日（月） オンライン開催（Zoom ミーティング） 

「身近な食品のリスク～今日から知って、考えて行動しよう～」参加者 26 名 

 

○その他３回開催 

 

目標    担当または窓口   農政課    健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ 施策  

目標    担当または窓口   農政課    健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ 施策  
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取組事項名 食育強化月間における関係団体と連携した啓発  

取組の内容 

「きょうと食育ネットワーク」が「朝ごはんを食べよう」を統一テーマとして

定めている「きょうと食育強化月間（１１月）」において、府内各団体と連携した

啓発活動を行います。 

 目標：１回 

取組の実績 

評価（A） 

 

例年、食育啓発を実施している、京都府農林水産フェスティバル（11 月）、京

都キレイフェスタ（２月）は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため

イベントが通常開催されず、食育啓発を実施できませんでした。 

「朝ごはんを食べよう」を統一テーマとして、京都府食の安全・食育情報

Facebook、Twitter、cookpad 京都府公式キッチンなどで情報発信、府庁ロビ

ー展示などを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 食のみらい宣言・実践活動表彰の実施 

取組の内容 

府民が主体的に食育活動に取り組むきっかけづくりとして、府民自らの食に関

する目標（宣言）と、その結果（実践）及びその様子が分かる写真を「京都府食

のみらい宣言・実践活動」として募集します。 

 目標：食のみらい宣言を行い、健全な食生活をおくる府民  10,000 人 

                            （H28 からの累計） 

取組の実績 

評価（A） 

食のみらい宣言・実践活動表彰は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止し

ましたが、各行事などで参加者から宣言を募集することで、啓発を行いました。 

実績：10,014 人（H28 からの累計） 

 

目標     

担当または窓口   農政課   

 世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、 

京都ならでは  

 

 

施策  

目標  ９  

担当または窓口   農政課   

 世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは  

施策  

京都府食の安全・食育情報  

Facebook、Twitter 

cookpad 

京都府公式キッチン 

府庁ロビー展示 



Ｒ２計画 ３月末の実績 

10 

 

 

 

 

取組事項名 イベント等での食育の啓発 

取組の内容 

「きょうと食育ネットワーク」と連携しながら、食に関わるイベント等に効果

的な出展を行い、府民が食育を考え、体験できる機会とします。 

○食育取組事例等の展示・配布  

○体験型ブース出展（食生活の見直し等の体験の機会とします。） 

○アンケート実施（府民の食育に対する意識を把握します。）  

取組の実績 

評価（A） 

 

出展予定であったイベントが新型コロナウイ

ルス感染症の影響で中止となり、イベントでの展

示はできませんでしたが、各行事におけるアンケ

ートの実施及び京都府庁の庁舎ロビーでの啓発

展示を実施し、食育活動の普及啓発に努めまし

た。 

 

 

 

 

 

取組事項名 京都府及び関係機関の「食」に関する情報発信 

取組の内容 

スマートフォン等の普及に対応するため、ホームページだけでなく、Facebook

及び Twitter で食に関する情報を発信します。  

 

＜京都府食の安全・食育情報 Facebook＞ 

https://www.facebook.com/kyoto.shokuanzen.shokuiku/ 

＜京都府食の安全・食育情報 Twitter＞ 

https://twitter.com/kyotopref_shoku 

取組の実績 

評価（A） 

HP はもちろん、スマートフォンの普及に伴い、SNS を活用して情報発信を行

っています。 

昨年度開設した Facebook ページに加え、今年度から新たに Twitter アカウン

トを開設するなど、情報発信の体制を見直しました。  

投稿内容や頻度も昨年から見直し、定期的に情報発信をする他、随時食育や食

の安全に関する取組を紹介するなど、普及啓発を行っています。  

 

 

 

 

目標     

担当または窓口   農政課   

 世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは  

 

 

施策  

目標     

担当または窓口    農政課   

 世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは  

 

 

施策  

https://www.facebook.com/kyoto.shokuanzen.shokuiku/
https://twitter.com/kyotopref_shoku
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取組事項名 きょうと食育ネットワーク団体による食育を支援する活動の登録と情報提供  

取組の内容 

「きょうと食育ネットワーク」を通じて、府内で行われている食育支援の活動

を登録し、ホームページ等で情報提供することで、食育に取り組むに当たって必

要な情報を容易に取得できるようにします。  

【食育支援の取組】 

○ボランティア活動 ○企業・工房等の見学 ○講師の派遣 ○教材等の提供 

○農林漁業体験プログラム 等 

取組の実績 

評価（A） 

「きょうと食育ネットワーク」において、会員団体及び「きょうとの食育」サ

ポート企業における食育支援の活動を登録し、ネットワークのホームページに掲

載することで情報提供を実施しました。  

 

 

 

 

 

取組事項名 きょうと食育ネットワーク団体による食育講座の情報発信  

取組の内容 きょうと食育ネットワーク団体による食育の取組を情報発信します。 

取組の実績 

評価（A） 

 

「令和２年度きょうと食育事例集」を作成し、きょうと食育ネットワークホー

ムページに掲載しました。 

また、「きょうと食育事例集」に掲載の食育事例を、京都府食の安全・食育情報

Facebook、Twitter で紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標     

担当または窓口   農政課   

 世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは  

施策  

目標     

担当または窓口   農政課   

 世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは  

施策  
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取組事項名 食育プラットフォーム参加者の拡大 

取組の内容 

食育が府民運動として取り組まれるための体制を整えるため、府内で食育に取

り組む個人や団体が参加可能な食育プラットフォームの拡大を図ります。  

プラットフォームにおいては、府内外における食育の先進的な取組情報やその

ノウハウの共有を行うとともに、食育に取り組む仲間や協力者を得るなど、食育

に関して有益な情報交換や交流を行うための場として位置付けます。 

 目標：食育プラットフォーム参加者  ３５０名 

取組の実績 

評価（A） 

 ＳＮＳで食育情報を発信するとともに、食育行事等でプラットフォームへの参  

加を呼びかけました。 

実績：食育プラットフォーム参加者 637名 

（きょうと食育プラットフォームFacebookページフォロワー 455名） 

（きょうと食の安心・安全・食育メーリングリスト登録者 182 名） 

 

目標     

担当または窓口   農政課   

 世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは  

 

 

施策  
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取組事項名 学校教育活動全体を通じた食育の推進 

取組の内容 

「食」に関する指導計画に基づき、食育に対する教職員の共通認識のもと、組

織的・体系的な食育を展開することにより、子どもたちにとって望ましい食習慣

づくりを推進します。 

また、食育に関する教職員等の意識の向上を図り、各関連教科や特別活動等、

あらゆる機会を通じた「食」に関する指導を充実します。 

目標：実践型食育を実施している小・中学校の割合  100％ 

取組の実績 

評価（A） 

小、中、義務教育学校、高等学校で食に関する指導の全体計画を作成し、教職

員の共通理解のもと、学校の教育活動全体で取組を進めています。 

食育月間の取組、毎月 19 日の「食育の日」の取組、１月の「学校給食週間」の

取組等について、組織的・計画的に学校全体で進めています。 

【実践例】 

 歯と口の健康週間に、かみごたえのある食材やカルシウムを多く含む食材を取

り入れた「かみかみ献立」を実施しました。給食委員会がお昼の放送で、よくか

む食材やかむことの大切さ、歯とカルシウムの関係等について紹介しました。 

栄養教諭が給食指導を行うとともにランチルームに資料を掲示したり、給食だ

よりにこの取組を掲載し、家庭への啓発を図りました。 

 

 

 

取組事項名 調理実習等の充実 

取組の内容 

基礎的・基本的な知識と技能を身に付け、日常生活で活用できるようにします。

食文化を継承しつつ、健康と安全・衛生に配慮して調理を工夫し、食事を作る楽し

さや食べる喜びを味わうことができるようにします。  

目標：実践型食育を実施している小・中学校の割合  100％［再掲］ 

取組の実績 

評価（A） 

 

各学校では、家庭科、技術・家庭科の授業等において、様々な工夫を凝らしなが

ら、学校や地域の特性を活かした調理実習等の充実を図りました。 

【実践例】 

 栄養の偏りや不規則な食事など食生活の乱れがみられる生徒が多いので、フード

デザインの授業において、生徒自身の生活実践力を高めるため、正しい食べ方や栄

養の知識を指導し、調理実習を実施しています。今年度の調理実習においては、新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一人一人の間隔を開けることとし、机は

一人一台としました。内容は、お菓子作りを行い、成分表で確認しながら食生活に

ついて考える機会としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 １  

１ 

担当または窓口  保健体育課  学校教育課  高校教育課  世代（子ども）  施策  

目標  1 担当または窓口   学校教育課  高校教育課    世代（子ども）  施策  
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取組事項名 地場産物を取り入れた学校給食の促進 

取組の内容 

学校給食への地場産物の活用とともに、郷土食、行事食などを取り入れること

により、地元産物や食文化への理解を深め、郷土への関心を高めます。  

目標：学校給食への地元農林水産物の供給品目数の割合 30％ 

取組の実績 

評価（A） 

 
「食に関する指導充実事業」「食育月間」「学校給食週間」等の取組により、地

場産物を活用し地域の特色を生かした学校給食に取り組み、その内容を研修会で

の実践発表やホームページ等により他校や地域、家庭へ周知し、普及を図りまし

た。 

文部科学省の実施する学校給食への地場産物活用状況調査に協力し、状況を把

握するとともに地場産物の活用の良さや効果等について資料等で伝えました。 

【実践例】 

 毎月 19 日に京田辺市の特産品である「お茶（玉露・抹茶）」を給食で使用し、

子どもたちがお茶に親しむように「食育の日こんだて」を実施しました。 

子どもたちからは、「少しお茶の味がする」「おいしい」などの声が聞かれまし

た。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

取組事項名 地域の人材を活用した体験学習等の実施による生活実践力の育成  

取組の内容 

食の専門家である「きょうと食いく先生」や食生活改善推進員等の外部講師に

よる指導、更には地域の生産者等による耕作、収穫、調理等の食に関する体験学

習等を取り入れながら生活実践力を育成します。  

目標：実践型食育を実施している小・中学校の割合  100％［再掲］ 

   「きょうと食いく先生」の授業数 300 授業［再掲］ 

取組の実績 

評価（A） 

 
各学校では、きょうと食いく先生や地域の生産、関係団体等と連携し、農作物

の栽培や調理実習等の体験活動を実施しました。 

【実践例】 

4 年生の総合的な学習の時間に、米作りの体験活動を行いました。年度当初は

新型コロナウイルス感染症拡大防止による休校のため、児童は田植え体験ができ

ませんでしたが、田植え後の稲の様子を定期的に観察しました。稲刈り体験は、

地域の方にお世話になって実施しました。収穫したお米は、給食として学校全体

で味わいました。 

 

 

 

 

 

 

目標  ３ 担当または窓口   保健体育課   

        

 世代（子ども）  

 

施策  

目標 １・12  担当または窓口   保健体育課    世代（子ども）  施策  
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取組事項名 採用選考試験等の実施 

取組の内容 
専門性を有する栄養教諭の新規採用枠を引き続き設けます。  

目標：実践型食育を実施している小・中学校の割合  100％［再掲］ 

取組の実績 

評価（A） 

今年度、栄養教諭６名を採用し、全体で９8 人（京都市を除く）の配置数とな

りました。 

 

 

 

取組事項名 教職員研修の充実 

取組の内容 

初任者・新規採用者への研修を実施するとともに、食育推進交流会等を開催す

ることによって、学校における食育を推進するための教職員の意識向上及び資質

向上を図ります。 

目標：実践型食育を実施している小・中学校の割合  100％［再掲］ 

取組の実績 

評価（A） 

初任者、新規採用者研修をはじめ、「食に関する指導充実事業」における京都府

食育推進連絡協議会及び交流会、京都府学校給食研究協議大会等（書面開催）に

おいて教職員の食育推進に対する意識が向上するよう食に関する資料を作成し送

付しました。 

 

 

 

取組事項名 学校給食を活用した食育の推進 

取組の内容 

和食の保護・継承や京の食文化への理解を深めるため、地場産物や郷土食、行

事食を献立に取り入れたり、教科などと関連させた献立の工夫を図るなど、学校

給食を生きた教材として活用した食育の取組を推進します。  

目標：学校給食への地元農林水産物の供給品目数の割合  30％［再掲］ 

実践型食育を実施している小・中学校の割合  100％［再掲］ 

取組の実績 

評価（A） 

 
学校給食実施校では、学校給食を生きた教材として活用し、食に関する指導を

実施しています。学校給食を実施している府内全ての小・中学校で「和食の日（11

月 24 日）」を中心として取組を行っています。学校給食でだしの味を生かした和

食献立を提供するとともに、和食のよさや地域の食文化について学ぶ機会を提供

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標  １  担当または窓口   教職員人事課      世代（子ども）  施策  

目標  １  担当または窓口   保健体育課    世代（子ども）  施策  

目標 １・３  担当または窓口   保健体育課   世代（子ども）  

 

施策  
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取組事項名 「きょうと健康おもてなし食の健康づくり応援店」の増加  

取組の内容 

①野菜たっぷりメニュー、②塩分控えめメニュー、③エネルギー表示、④アレ

ルギー表示のいずれかを実施している店舗を「きょうと健康おもてなし食の健康

づくり応援店」として認定し、健康に配慮した店舗を増やします。  

目標：８００店舗の登録  

取組の実績 

評価（Ａ） 
令和３年３月現在、８０２店舗の加入がありました。 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 「健康ばんざい京のおばんざい弁当」の販売数 

取組の内容 

「栄養」や「京都らしさ」の一定の基準を満たした「健康ばんざい京のおばん

ざい弁当」を認定し、普及・販売促進に努めます。 

目標：年１５，０００個の販売  

取組の実績 

評価（B） 

令和３年３月現在、年５ ,３０３個の販売実績がありました。  

認定した弁当は、５１種類でした。 

 

目標 １３ 担当または窓口   健康対策課    健康増進、京都ならでは       施策  

目標  ６ 担当または窓口   健康対策課    世代（壮年期）、健康増進       施策  
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取組事項名 山城マルシェの開催 

取組の内容 

山城地域の食の魅力発信と地産地消の推進を目的に山城マルシェを開催しま

す。 

目標：５回 

取組の実績 

評価（ A ） 

JR 宇治駅 2 階通路において、９／８、10／13、11/10、12/15 の 4 回、

延べ２２店舗出店により開催しました。また、ブランチ松井山手（京田辺市）ラ

イトコートにおいて、出張山城マルシェとして 11／28 に 9 店舗出店により開催

しました。 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 ｢京やましろ食～京やましろ産食材提供店～｣登録の拡大  

取組の内容 

山城産食材を食べて楽しめる飲食店等を登録し、健康な食生活の実現、山城産

の利用推進を目指します。 

目標：５店舗 

取組の実績 

評価（ A ） 

令和２年９月 11 日（金）～１０月３１日（金）を募集期間として、登録店を募

集しました。６名の審査員による登録審査を経て申請の１２店舗を新規登録しま

した。 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 直売所利用客への食品ロス削減啓発活動 

取組の内容 

１０月～１１月の推進期間における管内の直売所利用者に対し、「食品ロスの削

減」をプリントしたエコバッグを配付し、食品ロス削減の啓発を行います。  

目標：エコバッグ配付数 １，０００枚 

取組の実績 

評価（ A ） 

エコバッグでは限定的な配布になってしまうため、食品ロスのチラシを山城マ

ルシェの来場者に配布しました。 

 

 

 

目標    担当または窓口  山城広域振興局  農林商工部    京都ならでは  施策  

目標    担当または窓口  山城広域振興局  農林商工部    世代（全世代）、健康増進、京都ならでは       施策  

目標    担当または窓口  山城広域振興局  農林商工部    世代（全世代）、京都ならでは、食品ロス       施策  
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取組事項名 働き盛り世代の生活習慣病予防を目的とした啓発 

取組の内容 
 管内事業所等と連携し、望ましい食生活に関する情報提供や体験等の機会を設

け、働き盛り世代等を対象に食生活改善に向けた啓発に努めます。  

取組の実績 

評価（ B ） 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、ポスター掲示等による情報提供を行

いました。 

 

 

 

 

 

取組事項名 健康づくりイベントでの食育啓発活動 

取組の内容 
各種イベント等、様々な機会において、望ましい食生活に関する情報提供等を

行い、食育の啓発に努めます。  

取組の実績 

評価（ B ） 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、イベントが中止となり、実施できま

せんでした。 

 

 

 

 

 

取組事項名 家庭における食育推進をねらいとした啓発 

取組の内容 
各種イベント等において、野菜の摂取やバランスのよい食べ方等、正しい食生

活の知識に関する情報提供等を行い、食育の啓発に努めます。  

取組の実績 

評価（ B ） 

例年従事しているイベント（救急フェア）が、新型コロナウイルス感染症の拡

大に伴い、中止となったため、今年度は実施できませんでした。 

 

 

 

目標    担当または窓口   山城北保健所    世代（若い世代、壮年期）、健康増進      施策  

目標    担当または窓口   山城北保健所    世代（全世代）、健康増進，家庭       施策  

目標    担当または窓口  山城南保健所    健康増進，家庭  施策  

健康

増進  

ｌ  
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取組事項名 おいしい食の応援隊（農作業ボランティア）の開催 

取組の内容 

ボランティアが農家と一緒に農作業に汗を流すことで、農山村の活性化や地産

地消を推進し、また、農家等地域との交流により、地域の食材に対する正しい知

識や食事の大切さの認識を深めることに寄与します。 

取組の実績 

評価（B） 

この取組は農作業に関するボランティア活動であるため、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止の観点から、今年度については活動を中止しました。  

 

 

 

取組事項名 栽培から加工、調理まで行う食育（農業改良普及センター） 

取組の内容 

地元小学校が食いく先生、当普及センターの協力を得て、小学校児童に壬生菜

の栽培及び収穫までの食育を行います。普及センターは栽培方法の指導を支援し

ます。  

対象：南丹市内小学校 

取組の実績 

評価（A） 

 
９月１５日、10 月 27 日に南丹市立殿田小学校の児童 16 名を対象に、壬生菜

栽培を体験する食育活動を実施しました。従来は生産農家のハウスで行っていま

したが、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、殿田小学校の畑での体験

となりました。 

地元の壬生菜農家が講師となり、町特産の「壬生菜」について播種作業や収穫、

調製、袋詰め方法を説明し、児童は一生懸命作業に取り組みました。児童は学校

給食にも提供されている壬生菜がどのように育つのか、体験を通して知ることが

できました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 大学等を会場とした食育キャンペーンの開催（保健課） 

取組の内容 

野菜摂取量の向上を目指した食育キャンペーンを、野菜摂取量が落ち込む若い

世代（大学生）を対象に実施します。  

目標：年１回 参加者１５０名 

取組の実績 

評価（Ｂ） 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止しました。  

 

目標     担当または窓口  南丹広域振興局  農林商工部    健康増進、ライフスタイル  施策  

目標 １・12   担当または窓口  南丹広域振興局  農林商工部    世代（子ども）  施策  

目標     担当または窓口   南丹保健所    世代（若い世代）、健康増進  施策  
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取組事項名 
働きざかり世代への企業食堂を通じた健康づくり 

「けんこう食堂化プロジェクト」（保健課） 

取組の内容 

働き盛り層の「肥満者の増加」や「野菜摂取量の不足」など食に関する課題解

決に向けて、企業・大学と保健所が協働で健康講座や食堂の環境整備を図ること

で、健康的な食行動が実践できる等食を通じた健康づくりを進めるとともに、農

林商工部との連携により地元産野菜の販路拡大も進めます。  

 目標：1 箇所以上 

取組の実績 

評価（Ｂ） 

・３月１日に継続支援として、企業向けに健康講座（タバコ）を実施しました。 

・これまでのまとめ及び評価として、けんこう食堂化プロジェクト事業について

のまとめ冊子を作成しました。  

 

 

 

取組事項名 
「なんたん・かんたん・やさい料理」レシピカードを活用した野菜摂取量

向上の取り組み（保健課） 

取組の内容 

きょうと健康長寿推進京都丹波地域府民会議食環境部会で令和元年度に編集し

た「野菜レシピカード」を農作物直売所・一般飲食店・食環境部会構成団体を通

じて広く配布します。また、クックパッド京都府公式キッチンへ掲載し、広く普

及します。 

目標：直売所及び飲食店  年２回、配布枚数 計１５，０００枚 

取組の実績 

評価（Ｂ） 

・亀岡市、南丹市、京丹波町内で希望のあった７１カ所の施設（常設野菜直売所

５１カ所、加工研究会代表等５カ所、一般飲食店（食情報提供店）１５カ所）

へ７月、１１月の２回配布を行いました。  

・食環境部会構成団体がそれぞれ主体的にレシピを活用し、野菜摂取量の向上を

図りました。 

・今年度初めて、イオン亀岡店での食育イベントにて野菜レシピカードを活用し、

府民への野菜摂取向上のための啓発活動を実施しました。  

・クックパッド京都府公式キッチンにおける野菜レシピカードの掲載は計４３種

類、合計３万２千件を超えるアクセスを得ました。 

 

実績：回数 直売所等２回、配布枚数 １２ ,１２６枚 

 

 

 

取組事項名 きょうと健康長寿推進京都丹波地域府民会議食環境部会の開催（保健課） 

取組の内容 

南丹地域の食による健康長寿を目指すことを目的に、ボランティア団体、栄養

士の団体、保育、教育、農林、市町行政等を構成団体とした食環境部会を開催し、

課題検討や情報交換を通じて地域における食育の推進を図ります。  

 目標：年１回 

取組の実績 

評価（Ｂ） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、今年度は部会の開催は中止

しました。その代わりに、毎月健康づくりに関するニュースレターを部会員あて

に送付し、健康づくりの取組を実施される際の参考にしていただいています。  

 

目標     担当または窓口   南丹保健所    世代（壮年期）、健康増進  施策  

目標     担当または窓口   南丹保健所    健康増進、家庭  

 

施策  

目標     担当または窓口   南丹保健所    世代（全世代）、健康増進、家庭  施策  
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取組事項名 福知山市立福知山幼稚園での園児を対象とした京野菜栽培講習の実施  

取組の内容 
福知山市立福知山幼稚園の園児たちと京野菜の栽培を行い、郷土野菜への理解

を深めます。 

取組の実績 

評価（A） 

春に苗を植え、幼稚園で大切に育ててきたエビイモを 11 月に収穫し、福祉施設

であるふくちやま第二作業所でえびいもコロッケに、あまづキッチンでえびいも

アイスに加工して頂きました。 

今年は利用者の方たちとともに福知山幼稚園に熱々の揚げたてコロッケとアイ

スクリームをそれぞれ持参してもらい、園児との交流を図りました。 

コロッケ、アイスクリームの材料のえびいもは、福知山幼稚園が栽培したもの

を提供しました。（大江の農家の頭いもも少し持って行きました。） 

コロッケ、アイスクリーム共に、余剰分はそれぞれの福祉施設で販売されてい

ます。 

 

 

 

 

取組事項名 福知山市農村女性協議会夏野菜料理講習会 

取組の内容 

福知山市農村女性協議会のメンバーが一般市民を対象として福知山産の京野菜

を中心とした夏野菜を使った料理講習会を開催し、一般市民に伝統的な食文化を

伝えます。 

取組の実績 

評価（A） 
令和 2 年 7 月 28 日、29 日に福知山交流プラザで開催しました。 

 

 

 

 

取組事項名 福知山市農村女性協議会柚ジャム作り 

取組の内容 
福知山市農村女性協議会のメンバーが一般市民を対象として柚を使用したゆず

ジャム作りを行い、一般市民に地産地消の食文化を伝えます。  

取組の実績 

評価（A） 
令和 2 年 11 月 27 日に福知山交流プラザで開催しました。 

 

 

目標    １ 担当または窓口   中丹西農業改良普及センター   世代（子ども、若い世代）、京都ならでは  

 

施策  

目標     担当または窓口   中丹西農業改良普及センター   世代（若い世代、壮年期、高齢者、）  
健康増進、家庭、京都ならでは  

 

 

 

 

施策  

目標     担当または窓口   中丹西農業改良普及センター   世代（若い世代、壮年期、高齢者）  
健康増進、家庭  

 

施策  
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取組事項名 福知山市農村女性協議会正月料理作り 

取組の内容 
福知山市農村女性協議会のメンバーが一般市民を対象として地元食材を可能な

限り利用した正月料理作りを行い、一般市民に伝統的な食文化を伝えます。 

取組の実績 

評価（A） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、通常なら 2 回に分けて開催

するところを 4 回に分けて開催しました。 

令和 2 年 12 月 17 日、19 日に福知山交流プラザで開催しました。 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 福知山市農村女性協議会味噌作り 

取組の内容 
福知山市農村女性協議会のメンバーが一般市民を対象として手作りの麹を利用

した味噌を炊いた青豆から仕込み、一般市民に伝統的な食文化を伝えます。  

取組の実績 

評価（A） 

令和 3 年 2 月 16 日に福知山交流プラザで開催しました。 

参加者：35 人 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 ジビエ料理教室 

取組の内容 
家庭料理教室を通じて優れた食品としてのジビエを学び、鳥獣害対策や広く地

域振興について語り合う。 

取組の実績 

評価（B） 

新型コロナウイルス感染防止のため、今年度については開催を見送りました。 

代わりとして、４月にジビエレシピ動画をＨＰに掲載します。 

 

 

目標     担当または窓口   中丹西農業改良普及センター   世代（若い世代、壮年期、高齢者）  
健康増進、家庭  

施策  

目標     担当または窓口   中丹西農業改良普及センター   世代（若い世代、壮年期、高齢者）  
健康増進、家庭  

施策  

目標     担当または窓口   中丹広域振興局 農林商工部   世代（壮年期、高齢者）、健康増進、家庭  
 京都ならでは  

施策  
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取組事項名 ジビエ料理レシピコンテスト 

取組の内容 
家庭でもつくれるジビエ料理のコンテストを開催し、ジビエ料理を身近に感じ

てもらう。 

取組の実績 

評価（B） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、今年度については開催を見

送りました。 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 ジビエフェア 

取組の内容 

中丹管内において、参加店舗がジビエ料理を提供します。  

また、フェア参加消費者を対象に抽選によるプレゼント企画を実施する予定に

しています。 

取組の実績 

評価（A） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策に十分取り組んでいる店舗を参

加基準とし、計画どおり開催しました。 

開催期間：令和２年１２月１２日～令和３年２月１１日  

参加店舗：５０店舗（南丹管内：３０店舗、中丹管内：２０店舗） 

販売数 ：1,890 食（南丹管内：1,275 食、中丹管内：615 食） 

 

目標     担当または窓口   中丹広域振興局 農林商工部   世代（全世代）、京都ならでは  施策  

目標     担当または窓口   中丹広域振興局 農林商工部  

 

 世代（壮年期、高齢者）健康増進、家庭  
 京都ならでは  

施策  
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取組事項名 食育実践者向け研修会、交流会の実施 

取組の内容 

府が実施するきょうと食いく先生事業について、食育の実践に必要な知識やスキ

ル向上、実践者同士の交流を目的に、府が研修会、交流会を実施し、地域の食育活

動数の増加や内容の充実を図ります。 

 目標：年 1 回／前年１回 

取組の実績 

評価（B） 
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により開催を中止しました。 

 

 

取組事項名 食いく先生紹介ホームページ等の PR 媒体を拡充 

取組の内容 

府が実施するきょうと食いく先生派遣事業について、地域の食育活動推進を目

的に府ホームページ、ＳＮＳに食いく先生を紹介し、活用実績数の増加を図りま

す。 

目標：HP 内「きょうと食いく先生一覧」に食いく先生の詳細情報を掲載  

   ２１名掲載／前年３名 

取組の実績 

評価（B） 
実績：５名掲載（前年 ３名） 

取組事項名 小学校の食育活動に対する支援 

取組の内容 
小学校が取り組む大豆等の農作業体験活動を支援します。  

目標：年２回 

取組の実績 

評価（A） 

 

事前にスライドで大豆の来歴や栄養、栽培概要、伝統行事等を学習してきた宮津

小学校 3 年生７２名及び 4 年生 86 名を対象に、６月１７日（水）、近隣の畑にて

大豆のは種・かん水作業を行う食育授業を実施しました。  

また、7 月 17 日（金）には生育促進と倒伏防止のため、畝や畝間の除草作業及

び大豆の株元に土寄せを行いました。  

 

目標    担当または窓口  丹後広域振興局  農林商工部  

   

 世代（子ども、若い世代、高齢者）  施策  

目標 １２ 担当または窓口   丹後広域振興局  農林商工部   世代（子ども、若い世代、高齢者）  施策  

目標    担当または窓口   丹後農業改良普及センター   世代（子ども）  施策  

大豆の播種作業  除草・土寄せ作業  
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取組事項名 府民向け食育セミナー、食育調理体験等の開催 

取組の内容 

府が実施するきょうと食いく先生事業について、府民への食育啓発と食いく先

生の食育に関する知識やスキル向上を目的に食育セミナー、食育調理体験等を開

催します。 

目標：年２回／前年１回 

取組の実績 

評価（B） 

 

「親子で楽しむ食材の魅力探検ツアー（農業編）」を実施しました。 

12 月 13 日（日）に子育て世代を対象に地産地消と子どもに対する食育推進を

目的とした「親子で楽しむ食材の魅力探検ツアー」を開催しました。  

参加者（11 名）からは、「れんこん掘りを子ども達が楽しんでいて良かった」「れ

んこんが泥に埋まっていて驚いた」「レストランで出た生ゴミを農家さんが回収し

再利用するという食物循環の仕組みに関心した」等の感想が述べられました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れんこん収穫体験    子供への食育の大切さ等を学習  れんこんと卵を生かした料理  
 

※ ３月上旬に同ツアー（漁業編）を開催予定でしたが、緊急事態宣言延長の影

響により開催を中止しました。  

 

 

 

取組事項名 食育フォーラムの開催 

取組の内容 

農林、教育をはじめ様々な食育に関する機関と連携しながら、丹後地域の食育

活動を共有し、ネットワークづくりを進めることを目的とし講演会等を開催しま

す。 

目標：年１回 

取組の実績 

評価（A） 

 
１０月２３日（金）に農林商工部 農商工連携・推進課と連携し、食育フォーラ

ム（食育に関する講演及び取組事例報告）を開催したところ、８２名の参加があ

りました。 

彦根市立病院 栄養科 管理栄養士の大橋佐智子氏から「地産地消の効用と可能

性」をテーマに御講演いただいた後、丹後地域のきょうと食いく先生３名から活

動事例の報告をしていただきました。  

熱心にメモをとる参加者がいたり、「人とのつながりを大切にしながら食育や地

産地消に取り組んでいきたい」といった感想が寄せられるなど、丹後地域の食育

推進につながりました。  

 

 

 

 

目標 １２ 担当または窓口   丹後広域振興局  農林商工部   世代（全世代）、健康増進、家庭、ライフスタイル 施策  

目標    担当または窓口   丹後保健所    世代（子ども、若い世代 ) 施策  
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取組事項名 イベントでの食育体験コーナー等の設置 

取組の内容 

多数の府民が集まるイベント会場にて、健康づくりの推進を目的に、栄養士が

食についての相談や体験コーナーを設置します。  

目標：年１回 

取組の実績 

評価（B） 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響によりイベントが中止となったため、実

施していません。 

 

 

 

取組事項名 食育月間の取組 

取組の内容 
食育月間である６月に、振興局庁舎内府民ホールにおいて食に関する展示を実

施し、正しい情報を提供します。  

取組の実績 

評価（A） 

 

食育月間である６月に、振興局庁舎内府民ホール

において歯科の展示と併せて「適塩」や「野菜を食

べよう」等をテーマにパネルやフードモデル等を展

示し、来局された府民や職員に対し、正しい食習慣

について情報発信を行いました。  

 

 

 

 

 

目標    担当または窓口   丹後保健所    世代（全世代）、健康増進  施策  

目標    担当または窓口   丹後保健所    健康増進  

 

施策  
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取組事項名 子どもを対象とした農業体験の開催 

取組の内容 

将来を担う子どもたちの農業に対する関心を深めるために、子どもたちを対象

とした植え付け体験や収穫体験等のイベントを、地域団体が主体となって開催し

ます。 

目標：農業体験イベント １５地区 

取組の実績 

評価（B） 

実績：ふるさと保全活動等を府内５地区で実施しました。地域のお米の学習や

農産物加工、またそれを支える農業用施設等を幅広く学習し、地域の食について

深く考える機会となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 高校生・大学生による農業関連実践活動 

取組の内容 

人手が不足している農山漁村が、専門分野の知識・技術を一層深めることを目

的とした農業関係等専門科を有する高校・大学等と連携し、農業用施設の保全管

理、地域農業の学習、新たな特産品の開発など「食」に係る実践活動に取り組み

ます。 

目標：参加学校数 ５校 

取組の実績 

評価（B） 

実績：教育実践パートナーシップ活動等で府内４校で取組を実施しました。農

業や郷土食、農業用施設の学習や農作業体験等、地域の食や農業をキーワードに

地域の方とともに取組を実施し、学生の知識を深めています。  

 

目標    

目標    
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取組事項名 農業体験活動の推進 

取組の内容 

丹後王国「食のみやこ」内の農園等において、果樹や野菜（ブルーベリー、

サツマイモ等）の収穫や自然体験など、「農業体験」活動等を推進します。  

・ブルーベリー収穫体験（１００人） 

・サツマイモ収穫体験（５０人） 

＊新型コロナウイルス防止のため事業を縮小  

目標：１５０人 

取組の実績 

評価（Ａ） 

 

・ブルーベリー収穫体験（８４人）（７月３０日～８月２０日） 

・サツマイモ・ミカン収穫体験（１８８人）（10 月 16 日～11 月 15 日） 

実績：２７２人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 食を楽しみながら学ぶ機会の提供 

取組の内容 

予定なし 

＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため手作り体験教室、人材育成事

業の廃止 

目標：０人 

取組の実績 

評価（B） 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、手作り体験教室、人材育成

事業を実施しませんでした。 

 

目標   

目標    
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取組事項名 「たんとおあがり京都府産」施設（京都府産農産物利用推進施設）の認定  

取組の内容 

 地元農産物の利用に意欲的な病院・福祉施設、社員食堂を有する企業、大学、

専門学校その他これらに準ずるものの構内に所在する食堂及び幼稚園、保育所そ

の他これらに準ずるものを対象に認定証の交付を行い、意欲の向上を図ります。  

目標：２００施設（新規認定施設数 １２施設） 

取組の実績 

評価（B） 

 実績：１６４施設（新規認定施設数 １施設） 

    （新規施設内訳 幼稚園・保育所等 １） 

 

 

 

 

 

取組事項名 直売所等による宅配事業への支援 

取組の内容 

直売所へ出向くのが難しい方のために、直売所等が宅配事業等を実施できるよ

う研修会を実施するなど支援します。  

目標：５箇所 

取組の実績 

評価（A） 

直売所等の支援として、直売所向けの HACCP 制度に関する研修会を令和３年

３月９日（火）にオンラインで実施しました。 

実績：13 箇所 

 

目標 １０   担当または窓口   流通・ブランド戦略課    世代（高齢者）、ライフスタイル  施策  

目標 ４  担当または窓口   流通・ブランド戦略課     世代（全世代）、京都ならでは  

 

施策  
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取組事項名 京都発！「食とみどりのサイエンスＮＯＷ」の開催 

取組の内容 

府内産農林水産物に関する研究成果や最新情報を提供することで、府内産の特

色ある食材を府民の皆様に知ってもらい、身近に親しんでいただく機会を提供し

ます。 

 目標：１回 

取組の実績 

評価（Ａ） 

 

11 月１３日（金）及び１４日（土）に農林水産技術センター農林センターで実

施の「京都スマート農業祭 20２０」の一環として開催され、スマート技術を活用

したハウス栽培環境の見える化や自動収穫ロボットについての講演・意見交換を

行いました。生産現場で普及が期待される新しい技術について、理解を深めても

らいました。 

 

 実績：１回 

 

 

 

 

 

取組事項名 農林水産技術センター施設公開の開催 

取組の内容 

府内各地にある農林水産試験研究機関において、京野菜や京都米、丹後とり貝

など、京都府の特色ある農林水産物のつくり方やおいしさの“ふしぎ”に触れな

がら、その魅力を体感できる施設公開を、夏休み期間を中心に開催します。 

 目標：６回 

取組の実績 

評価（Ａ） 

 

今年度は新型コロナウイルス感染防止のため、感染対策をした上で茶業研究所

のみで施設公開を実施しました。8 回に分けて、1２組 3４人の親子の方々に参加

いただき、施設・茶園見学やお茶を淹れる体験等を通してお茶の魅力に触れてい

ただきました。 

実績：8 回 

 

 

 

目標  担当または窓口  農林水産技術センター企画室  

（流通・ブランド戦略課）  

 健康増進、京都ならでは  施策  

目標   担当または窓口  農林水産技術センター企画室  

（流通・ブランド戦略課）  

 若  世代（全世代）、京都ならでは  施策  
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取組事項名 女性農業者による食育活動と農山漁村伝承技能保持者による技術伝承活動  

取組の内容 

京都府内の生活研究グループが取り組む郷土料理講習や農業体験などの食育活

動を支援します。また、農山漁村伝承技能保持者が行う、農山漁村に伝わる技能

伝承活動を支援します。  

 目標：６回  

取組の実績 

評価（A） 

京都乙訓及び山城、中丹管内で活動する生活研究グループ地域連絡協議会が、

各地の小学生や地域住民、親子を対象に、地域特産物の栽培体験や郷土料理講習

会などの食育活動を定期的に開催し、地元特産物の美味しさや郷土の魅力に気づ

いてもらい、料理への興味も持ってもらうきっかけ作りに努めています。  

また、各地域に保持されている技能登録・匠認定者の講師活動や伝承活動の場

作りを行い、啓発・PR にも努めています。 

 実績：６回 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 農山漁村伝承技能の登録・認定 

取組の内容 

農山漁村地域において長年にわたり培われ、行われてきた伝統的又は優れた生

産・生活に係る技能を保持し、農林水産業や地域振興に意欲を持って技能の伝承

活動ができる６５歳以上の府内在住者を登録しています。その中で、極めて優れ

た技能の保持者については、京都府の「農の匠」、「山の匠」、「海の匠」として認

定し、京都府ホームページで紹介します。  

 目標：１回 

取組の実績 

評価（A） 

総勢７６２名の技能登録者の中から、大枝の柿生産や乳用牛の飼育や鶏卵及び

鶏肉の生産、一休納豆の製造に関する技能保持者、計４名を「農の匠」として、

また、定置網漁法に関する技能保持者 1 名を「海の匠」として認定（11 月 28 日）

し、京都府ホームページで紹介しました。  

実績：1 回 

 

 

 

 

 

 

目標    担当または窓口  農産課   世代（子ども）、家庭、京都ならでは  

 

は  

施策  

目標   担当または窓口   農産課    世代（高齢者）、京都ならでは  施策  
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取組事項名 京都米提供店の紹介 

取組の内容 

京都府米食推進協会が、京都米を使用しているホテル、料理店を京都米提供店

として登録して米サイト「ＫＹＯＴＯ米」に掲載し、広く府民に京都米を買った

り味わったりできる店舗をお知らせします。  

取組の実績 

評価（A） 

 
米サイト「KYOTO 米」に情報を掲載し、広く府民に京都米を PR しました。 

京都米提供店の登録・照会 １５３店舗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 茶育の推進 

取組の内容 
小学生を対象とした「キッズ茶ムリエ」の開催（山城広域振興局）や小学校で

の「宇治茶ふれあい教室」（茶協同組合）による茶育を行います。  

取組の実績 

評価（A） 

今年度は with コロナに対応し、「キッズ茶ムリエ」に代えて『親子で宇治茶レ

ンジ』として宇治茶検定及び宇治玉露の淹れ方をオンライン形式で６回開催し、

109 人が参加しました。 

「宇治茶ふれあい教室」は６回開催し、４２５人の子どもにお茶の淹れ方や、

お茶の種類・効能についての講義などを通じた茶育を行いました。  

 

 

 

取組事項名 環境にやさしい農業に取り組むエコファーマーと消費者の交流  

取組の内容 

京都府庁こだわりマルシェ他で、環境にやさしい農業への理解を深めるため、

エコファーマーと消費者との交流を進めます。  

 目標：３回 

取組の実績 

評価（B） 

新型コロナウイルス感染症の影響で京都府庁こだわりマルシェや京都府農林水

産フェスティバルなど、エコファーマーと消費者との交流を予定していた各種イ

ベント開催が中止されたため、交流機会が得られませんでした。 

実績：０回 

 

目標  １  担当または窓口    農産課    世代（子ども）  

 

施策  

目標    担当または窓口    農産課    ライフスタイル      施策  

目標   担当または窓口    農産課     ライフスタイル  施策  
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取組事項名 水産教室の開催 

取組の内容 
子どもたちの水産物に対する興味を喚起し、理解を深めるため、京都府職員が

海や魚、漁業などに関する講義を行います。 

取組の実績 

評価（Ａ） 

小学生を対象に、京都の漁業の概要や資源管理、環境保全の取組について講義

を行いました。 

・R２ .10.22 福知山市立遷喬小学校 5 年生 55 名、教員４名 

・R２ .10.23 京都文教短期大学付属小学校 5 年生 20 名、教員ほか２名 

 

 

 

 

 

取組事項名 都市漁村交流の促進 

取組の内容 
 丹後の水産物に対する都市住民の理解を促進するため、丹後水産物のＰＲや漁

業・漁村体験等の都市漁村交流事業を行う団体を支援します。  

取組の実績 

評価（Ａ） 

蒲入水産（株）による「漁港めし」  

R2.4.10～R2.10.31（うち 73 日実施）、利用者 7,477 名 

 

 

 

 

 

取組事項名 高齢者等への買い物支援 

取組の内容 

 商店街団体等が地域コミュニティの核となるため、また買い物機能の維持・強

化のために行う賑わいづくりや安心・安全の確保のために実施する施設整備等に

ついて支援する中で、高齢者等の商店街における買い物の利便性を高め、生活の

質の向上を支援します。  

取組の実績 

評価（A） 

商店街等への来街者の安心・安全の確保を図るため、街路灯、防犯カメラ等の

施設整備事業、高齢者にも使いやすい「プレミアム付き商品券」事業を支援しま

した。 

 

目標  １ 担当または窓口   水産課    世代（子ども）  施策  

目標    担当または窓口   水産課    世代（全世代）  施策  

目標    担当または窓口   中小企業総合支援課    世代（高齢者）     施策  
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取組事項名 食品表示法・HACCP 研修会の開催 

取組の内容 

食品製造業者向けに食品表示法及び HACCP に関する研修会を行い、適正な情

報を記載している食品の流通を目指します。また、HACCP 導入を推進し、食品

製造・加工における衛生管理の向上を図り、消費者の健康増進へ繋げます。 

目標：１回 

取組の実績 

評価（A） 

 

「いっしょにつくる HACCP 書類作成セミナー」を開催しました。 

実績：３回 

 

 内 容  HACCP 書類作成のポイントを学びたい事業者向けのセミナー  

自社製品を教材に、講師と一緒にグループ指導形式で作成 

 日 時  第 1 回 令和 2 年  9 月 23 日（水）13:30～16:00 

      第 2 回      10 月 14 日（水）13:30～16:00 

      第 3 回      11 月 18 日（水）13:30～16:00 

場 所  京都経済センター 6 階 F 会議室 

 参加者  計 37 名（延べ数） 

 テーマ  第１回「一般衛生管理プログラムの重要性と製品説明、製品の意図

した用途、フローダイヤグラムの作成」  

      第２回「生物的、化学的、物理的ハザードの理解とハザード分析シ

ートの作成」 

      第 3 回「CCP の決定と HACCP プランの作成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組事項名 農林水産フェスティバルへの出展（実施団体：食品産業協会）  

取組の内容 

農林漁業者・関係団体の参加を促し、農林水産物や加工品等の展示、試食、販

売を通し、消費者との交流を図ることで、食への意識向上を図ります。 

目標：１回（毎年実施）  

取組の実績 

評価（B） 

新型コロナウイルス感染症の影響により農林水産フェスティバルが開催中止と

なったため、実施しませんでした。  

 

目標  ５ 担当または窓口   ものづくり振興課    健康増進  施策  

目標    担当または窓口   ものづくり振興課    家庭      施策  
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取組事項名 郷土料理作り 

取組の内容 

体験プログラムの一つとして実施します。地域の方を講師として招き、丹後な

らではの調理法や魚さばきの仕方などを教えます。丹後の食文化を学ぶとともに、

地産地消、フードロス削減といった考え方にも触れ、普段の生活スタイルを見直

すきっかけづくりを行います。  

目標：小学校単位での利用などで年３回程度 

取組の実績 

評価（B） 
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和 2 年度は実施しませんでした。 

 

 

 

 

 

取組事項名 おくどさん体験及び夕食づくり 

取組の内容 
小学校単位や親子での利用。「おくどさん」でご飯を炊き、公園内でとれた木を

薪にして燃料として使います。  

取組の実績 

評価（A） 

園内に落ちている枝や落ち葉を集めて、マッチで火付けを行いました。森の活

用方法や森を整備する意味を伝えました。水の量や火の加減、炊き上がりを調べ

る方法などを伝え、参加者自身でご飯を炊きました。  

実績：1 回 参加者：14 名 

 

 

 

 

 

取組事項名 石窯パン・ピザ作り 

取組の内容 
親子で石窯によるパン・ピザ焼き体験を行います。国産小麦を使い、フードマ

イレージの話なども行います。 

取組の実績 

評価（A） 

国産小麦粉を使ったパン作りを実施しました。9 月に開催するイベントに向け

た体験でしたが、イベントは新型コロナウイルス感染症の影響で中止になりまし

た。 

実績：1 回 参加者：4 名 

 

 

 

 

目標    

担当または窓口  海と星の見える丘公園（自然環境保全課）   

 世代（子ども、若い世代、壮年期）、  

家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、京都ならでは  

施策  

目標    

担当または窓口  海と星の見える丘公園（自然環境保全課）   

 世代（子ども、若い世代、壮年期）、  

家庭、京都ならでは  

施策  

目標    

担当または窓口  海と星の見える丘公園（自然環境保全課）   

 世代（子ども、若い世代、壮年期）、  

健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、京都ならでは  

施策  



Ｒ２計画 ３月末の実績 

36 

 

 

 

 

 

取組事項名 アースデイ丹後 

取組の内容 

アースデイ丹後では、地元食材である魚介類や米などを使ったフードの出店を

推奨し、来場者に提供を行います。原則、電気を使用せずに公園内でとれた薪や

地元産の炭を使って調理を行います。 

目標：年１回実施  

取組の実績 

評価（B） 
今年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止しました。 

 

目標    

担当または窓口  海と星の見える丘公園（自然環境保全課）   

 世代（子ども、若い世代、壮年期）、  

家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、京都ならでは  

施策  


